








とができるか。本稿では， 2015年度 l学期に，中学 l年生 122名を対象に行った学習の実践を報告する。
1 . はじめに
稿者は，テキストの「読み」の対象を，テキストの開
く「間題領域」（テキストの問いかけ）とテキストの「見
方・考え方」（テキストの呼びかけ）との 2つに区分し，
学習者にその 2つを区分する「構え」を身につけさせる
ことをねらいとして日々の授業を行っている。その中で，
読みの構えを身につけさせるための課題がいくつか見え
てきた。その一つが，学習者の読み方の問題である。学
習者はしばしばテキストの〈語り〉＝〈表現〉を読まず
に， 自分の主体化している観念でもってテキストを読ん
でしまう。その傾向は，物語文であれば，描写の読み解
きにくい文章に特に見られる。学習者は読み解きにくい
物語と出会ったときに理解の難しい描写を無視して，道
徳的な読みをしたり，教訓を読み取ったりして理解した
つもりになってしまう '1。読みの構えを身につけさせて
いく上で，テキストが何を間題（「間題領域」）として，
その問題についてどのように答えよう（「見方・考え方」）
としているのかを読み取ろうとすることは大切なことで
ある。では，学習者がテキストの〈語り〉を無視してし
まうという問題を解決するためには， どのような学習が
有効だろうか。その答えはいくつかあるだろうが，その
一つとして，テキストの〈語り〉を丁寧に読み解いてい
く練習を繰り返し行うということがある。安易に物語を
理解せず，テキストの〈語り〉に敏感になって読み解い
ていくこと，そうした姿勢をまずは育むことが大切であ
ろう。稿者は，上述した間題意識のもと， 2015年度 l
学期，中学 1年年 122名を対象に，あえてテキストの〈語
り〉が読み解きにくいテキストを教材として選び，テキ
ストの〈語り〉を読み解く学習を繰り返し行った。本稿
は，その実践の報告である。
2 「風のゆうれい」の学習
テリー・ジョーンズ「風のゆうれい」”は，デイヴィ
ットとジョナサンの友人二人が，運試しの旅に出るお話
である。旅の道中には，大きな川，深い谷，海といった
行く手を阻むものがある。その傍には，順におばあさん，
おじいさん，水夫がおり，渡り方を尋ねる 2人に 2つの
方法を答える。例えば，大きな川では，おばあさんが，
自分で泳いで渡るか，船頭の望むものを渡すかわりに舟
で渡してもらうかの 2つの方向を答える。デイヴィッド
は船頭が何を欲しがるかわからないので泳いで行く方法
を選び，ジョナサンは濡れるのが嫌なので，舟で渡して
もらうという方法を選ぶ。デイヴィッドは無事に泳ぎ着
き，一方ジョナサンは，月を欲しがった船頭に，コップ
で川の水をすくい月を映しだして渡すことで，船頭の要
求に応える。 2つ目の難関である深い谷を渡った 2人は
海に出る。そこには水夫がおり，水夫に渡り方を尋ねる
と，あらしや高波，怪物のいる危険な海を舟で渡るか，
魔法使いの言うことを聞いて魔法で渡してもらうかのど
ちらかだと答える。デイヴィッドは魔法使いの言うこと
を聞くのが嫌だと言って舟で渡る方を選び，ジョナサン
は魔法で渡してもらう方を選ぶ。デイヴィッドは，海の
危険と戦いながらなんとか舟で渡り，粉屋になって幸せ
に暮らす。一方，ジョナサンは魔法使いの風をつかまえ
るという要望に応えようとしたが，風をつかまえられず，
とうとう風のゆうれいになってしまった。そして，物語
は次のように終わる。
けれどもジョナサンは，風をつかまえることができ
ませんでした。それでいまでも風を追いかけている
のです。嵐の最中に風が一瞬やんだようなとき，パ
タパタという足音が聞こえるはずです。風をつかま
えることも休むこともできないジョナサンは，風の
ゆうれいになってしまったのです。そして，わたし
は，それはそれできっと幸せなのだと思いますよ。
物語の最後はジョナサンを「幸せJだという語り手の
言葉で終わる。だが，ジョナサンは，風のゆうれいにな
ってしまった。なのに，語り手はなぜ「幸せ」と言うの
か。その理由は語られておらず，読者に考えさせるよう
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